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◆ トルクレンチは頻繁に使用すると、設定トルク値が変わってくることが
あります。

◆ 目安として1年に1回校正をお奨めします。校正をご要望の際は弊社
までご連絡ください。

● トルクレンチとは、フレアナットを適切な締付トルクで締め付けるための工具で、フレ
アナットの締めすぎ、締め不足によるフロンの漏えいを防止できます。

① フレア接続の場合、フレアナットの
中心を合わせ、手でしっかりと締
めます。

② 無理な力がかからないように、ス
パナ等で溶接ユニオン（オス側）
を固定します。

③ トルクレンチには締め付ける方向
があります。

 トルクレンチの矢印が下向きにな
るように、フレアナット側にトルク
レンチをセットしてください。

④ 設定されたトルク値に達すると、
ヘッドが折れ、トルクがリリースさ
れた感覚が手に伝わります。

※ 初めてトルクレンチをご使用される場合は、作業前に別のフレアナット等を利用し
て、トルクレンチが確実に作動することをご確認ください。
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◆ 一度トルクがかかったフレアナットを再度
締め付けないでください。締め付けすぎ
ると、銅管が破損する恐れがあります。

◆ トルクレンチはフレアナットに対して少な
くとも垂直方向の左右15°以内にセット
してください。（右図）

◆ 15°以内であってもヘッド部分とハンド
ル部分が直線にならないような作業は
絶対にしないでください。トルク値が規定
より大きくなったり、ロックしてトルクが効
かなくなる可能性があります。

◆ スパナとトルクレンチを使用して二丁が
けで締め付け作業を行う際は、スパナと
トルクレンチが平行になるように作業し
てください。

◆ 力をかける時は、はずみをかけないで、
垂直方向にゆっくりと力をかけてくださ
い。

◆ フレアナットがきちんとヘッドにはまって
いるのを確認してから、トルクをかけてく
ださい。

15°

注 意

トルクレンチの校正

使用方法


